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『婦人之友』「私共の家」2 1935.03 ○ T
『新建築』「第二の自宅の建築」1 1935.03 ○ T

『婦女界』
「僅かな費用でできる　押入・戸棚の整理改造法」6 1937.03 ○ G

内容文献名発行年No.

『婦人之友』「台所の設計　器具の工夫」3 1935.05 ○ T
『糧友』「台所開放の會」4 1935.10 ○ T
『今日の住宅：その健康性と能率化への写真と解説』5 1935.12 ○ T

『婦人之友』「新しい住宅の美しさとは？」8 1950.10 ○ T
『すまいろん』「昭和初期に新しい木造住宅を拓く」9 1989 秋 ○ T
『ビッグ・リトル・ノブーライトの弟子・女性建築家土浦信子』10 2001.03* ○ T
『住宅建築』「住み継がれるモダニズム建築」11 2013.03 ○ T

『婦人之友』「台所問答」7 1938.03 ○ G

土浦亀城邸（第二）における台所の設計とその思想
Design Characteristics and Transition of the Kitchen in TSUCHIURA Kameki House 

安田研究室　19M50545　松永 香央里 (MATSUNAGA,Kaori)

1. 序　土浦亀城邸 ( 第二 ) は、1935 年に創建された近代
住宅である ( 図 1)。その台所空間は、土浦亀城・信子夫
妻が共同で設計しており、 アルミ製のシンクの導入や収納棚、
ガスコンロの設置など、当時の日本においては先駆的な空間
であったと言える。現況の台所は度重なる修理によって
意匠が改変されており、本住宅の保存修理に伴い創建当
初の状態を復原する上で、当時の仕様や改変履歴と土浦
夫妻の思想との関係を位置付けることが求められている。
本研究では土浦邸の台所空間について実測・解体調査及
び文献から創建当初の状態とその変遷を整理することで、
竣工当時土浦夫妻がめざした生活環境や設え、その表現
と思想を明らかにすることを目的とする。
2. 分析資料
2-1. 土浦邸の住み継ぎについて　土浦邸は創建当初よ
り土浦夫妻が暮らし、1955 年より秘書として中村常子氏
が同居することとなった。1996 年に土浦亀城が、1998
年に土浦信子が他界した後、20 年に亘り中村氏によって
住み継がれ、2018 年に個人に継承された。2018 年時に
は土浦夫妻が用いた物品に加えて、直前まで中村氏が用
いていたものが混在している。
2-2. 保存修理に伴う台所の調査　土浦邸の保存修理に
伴い、遺された家財道具が回収された。回収前には当時
使われていた状態で撮影がなされた(図2)。その後、2019
年 4 月〜 9 月に建物の実測が行われ、2021 年 3 月〜 7 月
に創建当初の色彩を特定するこすり出し調査が、2021 年
9 月〜翌年 2 月に内装の解体調査が、2022 年 8 月〜翌年
2 月に外装、構造体及び基礎の解体調査がなされた 1)。　

2-3. 文献資料について　土浦邸を含む近代住宅の台所
に関して 11 件の文献において言及されており、それら
を 1935 年の土浦邸の発表当時の言説と戦後の言説に大
別した ( 表 1)。戦前には主に『婦人之友』や『糧友』な
どの婦人・生活雑誌での発言が多く、土浦邸以外の近代
住宅の台所に関する言及も見られた。戦後にはインタビュー
形式で当時の様子や使い方等を説明する文献が見られた。
3. 土浦邸の台所の特徴とその変遷
3-1. 内装仕上の変遷　各調査及び文献の情報から内装仕
上の変遷について検討する ( 表 2）。
　天井及び壁について、仕上材の変化は見られなかった
が、天井の塗装が灰黄色へ、壁の塗装が白色へ変更され
た 2)。床仕上について、2019 年は緑色の Pタイル仕上で
あったが、創建当初は楢材フローリングに赤褐色のマスチック又
はミネライト塗装仕上であったことが分かった 3)。そのため
設計時は台所に隣接する食堂から女中室までフローリングが
続き、一体的な仕上としていた。しかし、台所のみ水回
りの室であることを考慮して防水性の高い塗料に仕上を
変更したと考えられる。その後、一部床の不陸に伴って
傾斜を調整するため、合板が追加された。シンク及び調理
台の仕上について、創建当初にはステンレスは高価であり、
施工が当時の技術では困難であったことからアルミニウム板
で仕上げられていた。その後、耐久性の問題からシンク部
分はステンレスに変更された4)。東側のワークトップはアルミニウム板
が現存している。食器棚及び戸棚について、床及び壁同
様に塗装色の変更がなされた 2)。食器棚は黄色へ、戸棚
は白色へ変更された。

図 1 土浦亀城邸 (第二 ) 概要 図 2 調査写真

表 1 近代住宅の台所に関する文献リスト
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1935 年 ( 創建当初 )

フジテックス水性塗装 (一部白色タイル )*2
22-87C(文献の情報なし)*3

21-75B(文献の情報なし)
フローリング/マスチック又はミネライト塗装 *1 

09-40H( 赤褐色 )
ｱﾙﾐﾆｳﾑ板 *1 
ｱﾙﾐﾆｳﾑ板 *1 

木毛繊維板水性塗装 *2 

木 *1
17-80D(ｱｲﾎﾞﾘｰ色 )

17-80D(ｱｲﾎﾞﾘｰ色 )
図註 ) *1 文献 No.4 より情報抽出  *2 実測・解体調査から判明   *3 色はこすり出し調査より情報を抽出

木 *1

2019 年 ( 実測時 ) 

25-90C(灰黄色)

15-90A(白色)
Pﾀｲﾙ(一部合板を追加)*2

39-80D(緑色)
ｽﾃﾝﾚｽ *2 
ｱﾙﾐﾆｳﾑ板 *2

フジテックス水性塗装 (一部白色タイル )*2

木毛繊維板水性塗装 *2

木 *2
25-80P(黄色)

19-92B(白色)

木 *2
色

ｶﾞｽｺﾝﾛ・冷蔵庫(1件 )

シンク・調理台仕上(2件 )

能率的な収納(7件 )

室の広さと形状(3件 )

ハッチ(1件 )

引出式まな板(2件 )

回転式電話台(1件 )

ｶﾞｽｺﾝﾛ・換気扇・冷蔵庫(4件 )

色彩(1件 )

ごみ箱(1件 )

床仕上(3件 )

戦前 戦後
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「床はﾏｽﾃｨｯｸといふのにしました。(…)水や油を溢しても
直ぐ拭けばよく、大へん氣持ちようございます。」[2]

「(…)ｱﾙﾐはやわらかいですか
ら作業が非常に楽だから(…) 
だけど、あまりもたないです。
だから流しの部分だけはま
たｽﾃﾝﾚｽ に代えちゃいまし
て、横の台の部分だけｱﾙﾐが
残っています。」[9]

「ｱﾒﾘｶで一般的なﾊ ﾝ゚切り用の
引出し式まな板をｱﾚﾝｼﾞして、
ﾊ ﾝ゚、魚肉類、野菜類とそれ
ぞれ分けて使えるようにした
ものだが、日本の気候と調理
法には合わず、あまり使われ
なかった。」
[2013.02住宅建築]*2

「台所にはｱﾒﾘｶ製のｶ ｽ゙ﾚﾝｼ を゙入れ
ました。それから私の叔母が、ｶ ｽ゙
の冷蔵庫を買ってくれたの。」[10]

「( … ) 整頓する様に内の棚板も大體食器の大きさに合わ
せました。」[5]

「小さくて間に合わせようと思へば一間の押入の中でも
すみますものね。」[3]
「階段がありますからそんなに廣くないのです。でも少
人数ですからこれで充分なのですよ。」[4]

「明るく美しく、楽しい場所にすることが大切です。(… ) 
ﾍ ﾝ゚ｷのところはｱｲﾎ ﾘ゙ｰﾎﾜｲﾄ、床の濃い色のﾏｽﾃｨﾂｸで、温
かい感じをさせるやうにしました。」[3]

「(…)なるべく手數が少なく、能率を擧げ、更に整理を完
全にすることが必要(…)」[6]

「(…) 食堂と臺所との間にはﾊｯﾁを設け、配膳臺からすぐ
食堂にお料理が運ばれるやうになつてゐます。」[2]

「大勢の来客等の時を豫想して、その時こちらを下洗ひ
に使ひ、こちらで濯ぐ様にと思ひまして。」[4]

「廻轉する臺の上に置いてありますので、( … ) 臺所で出
た女中が直ぐ食堂の方へ電話を廻して取繼げる(…)」[4]

「臺所床仕上げのﾏｽﾁｯｸは ( … )ﾘﾉﾘｳﾑに比較すると、足ざ
わりはやゝ硬いのですが艶があり、油拭きを必要としな
いのが宜しいやうです。」[7]

「(…)調理臺や配膳臺の上は全部ｱﾙﾐﾆｭｰﾑ板を張りました。」[4]

「工夫した割に使わない。」[9]*1

「ｺｯﾌﾟのきれいな並べ方など
子供の時からしつけたい室
内装飾の基本でしょう。」[8]

「(…)魚肉類、野菜類、ﾊ ﾝ゚類等の用途に應じて使ひ分け出来るや
うにして、場所は流しの傍に差し込むやうに造りました。」[5]

「流しの角に八寸角位のくぼみを作つておくのです。」[3]

「私の家では電氣ﾌｱﾝをつけました。」[3]
「ﾊﾞﾀｰや果物等は冷蔵庫を使用して居ります。」[4]
「上に装置してあるのは電氣臭氣抜です。」[4]

:その他(*1  写真のキャプションから引用  *2  田中厚子氏による文章)
:土浦亀城の言説

[ ]内は文献番号(表1参照)
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3-2. 台所設備の変遷 ガスコンロは創建当初、シンクと同じ高さ
に設置されたが、その後製品を変更したことによりガスコンロ部
分のみ高さが変更された。換気扇は臭気抜きとして設置され
ていた。また、創建当初はガス式の冷蔵庫が用いられていた。
3-3. 収納棚の変遷  各収納棚を方角とワークトップの上下に
分けて分類した ( 図 3)。このうち収納棚の設えについて
変化のあった部分 A~D について検討する。

A 北面出窓下の収納棚奥の壁について、写真から創建
当初は木板であったことが推定できるが、1989 年には、
手元の採光の確保のためにガラスを用いていると説明され
ており 4)、竣工後のいずれかの時期に仕様が変更された。
B ハッチについて、創建当初は料理などを出し入れするた
め台所と食堂の間に小さな引き戸が設けられたが、2019
年の実測時には引戸の開閉が困難になっており、実際に
は使用されていなかったと考えられる。C 引出式まな板
について、創建当初はパンや肉類などの使用用途に分けて
ビルトイン形式の 4 つの引出式のまな板が設けられたが、実
際には日本の湿気や調理法には適応せず使用されなかっ
たと言及されており 5)、2019 年の実測時にも引出すこと
は不可能であった。Dガスコンロ横の収納棚について、創建
当初は収納棚は設けられていなかったが、その後の設備
の変更に伴って引出式の収納棚が追加され、フライパン等の
調理器具が備えられるようになった。
4.土浦夫妻の台所空間に関する思想　土浦邸及び当時の
近代住宅の台所空間に関する言説を時代ごとに抽出した
( 図 4)。平面計画に関しては、室の広さと形状について
言及されており、能率性や使用人数を想定して台所は狭
い空間でも成り立つと述べている。設えに関しては、能
率的な収納や配膳のためのﾊｯﾁ、引出式まな板等の近代
的な生活における収納棚等の工夫や反省について言及し
ている。設備に関しては、当時一般家庭にはあまり普及
していなかったガスコンロ、換気扇、冷蔵庫の導入や使い方
を説明している。仕上に関しては、シンク・調理台及び床
の仕上、色彩について述べられており、水や油を拭き易
い仕上の採用等、調理空間の衛生を意識した新材料の試
行に積極的な姿勢が見られた。
　発言数に関して、亀城は 2 件、信子は 7 件の文献で言
及しており、自邸の台所の設計時には信子の思想が強く
反映されたことが分かる。また、信子は能率的な動線や
生活を考えた設え等の家政学的な点から、亀城は新材料
の試行等の工学的な点から言及しており、自邸の台所の
設計時には担当する分野を意識的に分けたと考えられる。

図 3 収納棚の分類と造作家具の名称

図 4 土浦夫妻の台所空間に関する言説例

表 2 内装仕上の変遷



5.収納品にみる棚の設計の特徴　台所における収納品に
ついて、1935 年の創建当初と 2019 年の家財道具回収前
の状態を比較し、収納棚の設計の特徴を検討する ( 図 5)。
5-1.WtL の収納物の変遷　E-WtL について、いずれの時
代も棚 13,14 はカトラリーや調理器具、乾物やナプキンが棚ご
とに収納されており、能率的な配置が当時から実現され
ていたと考えられる。棚 15 には創建当初、鍋類が配置
されていたが、現況 6) では空箱や保存用の缶詰等が置か
れている。生活の中で空箱等が増え、収納場所が足りな
くなったと考えられる。 E-WtL側のN-WtLとの入隅付
近に位置する棚 12 に関して、創建当初の情報は特に見
られなかったが、現況では工具等の生活用品が置かれて
いた。N-WtL 側には同じ高さに C 引出式まな板が設置
されており調理の際には干渉してしまうため、調理関連
の物品は置かれなかったと考えられ、設計段階から動線
を想定して計画されたものと考えられる。
　N-WtL について、棚 4,5 における創建当初の情報は発
見できなかったが、現況は鍋類や調味料の瓶が配置され
ており、当時もシンク下の大きなスペースを同様に使用してい
たと考えられる。また、棚 3 ガスコンロ横の収納に関して、
創建当初には収納棚は設けられていなかった。現況では
フライパンや調理器具が吊るされた収納棚が配置されてお
り、収納物の増加やコンロ付近に鍋を置くため、能率性を
考慮してガスコンロの交換時に設計されたと考えられる。
5-2.WtH の収納物の変遷　E-WtH について、創建当初
には左から棚 7 日本食器、棚 8 茶道器、棚 9 洋食器が
配置され 7)、食堂との動線を意識して B ハッチを設けたた
めに客人に提供する茶道器の位置をハッチ直上に設定して
いたと考えられる。現況では茶道器と洋食器の位置は反
転し、左から日本食器、洋食器、茶道器の順で配置され
ていた。戦後の文献ではハッチ部分はほとんど使われてい
ないことが示唆されており、現況では食堂への動線は主
に右手扉となり、その近くに茶道器を置くように変更し
たと考えられる。また、棚 10 は創建当初の雑誌に掲載
されている写真より、皿や箱など雑誌ごとに異なる物品
が置かれており、特定の使い方の記載は見られなかった。
現況では収納物の増加に伴って調味料が置かれていた。
　N-WtH について、創建当初には台所を使用しない際
になるべく収納外には物を置かないよう計画していたが、
現況では洗剤や洗った後の食器を乾燥させるための水切
りかごが棚に置かれていた。また、1935 年の雑誌発表時
に掲載された写真では棚 2 シンク直上の棚の奥は木板で仕

上げられていた。北側に面していることから、冷えた暗
い空間を生かして創建当初にはバターや調味料を保存する
ための光が入らない食料庫の役割を想定していたが、冷
蔵庫が導入されたことで機能が変わり 8)、手元の採光の
ための窓として使われるようになったと考えられる。
5-3. 棚 S の収納物の変遷　創建当初の図面では大きな
開き戸による収納棚が計画されていたが、実際には細か
く間仕切りのある引戸を有した収納棚が設えられていた。
当時の計画では「ソウジグ入レ（掃除具入れ）」と記載があっ
たが、現況では保存食が入った瓶や調味料などの掃除用
具以外の物品も見られた。これらは前述した創建当初の
棚 2 と同じ機能を備えており、棚 S にこの機能が移った
とも考えられる。
5-4. 収納棚の改良　以上より、土浦邸の台所では創建当
初 から 設 え、 収 納 物 が 共 に 変 化しな か った 棚
6,7,11,13,14、収納物が変化した 棚 1,8,9,15、設えが変
化した 棚 2,3 が確認できた。土浦信子は 1937 年に収納
棚について、実際の使い勝手に合わせて改造を加えるこ
とで非常に便利になると述べており 9)、使い勝手や生活
に合わせた変更や改良を当初から想定していた。また、近
代化する日本の生活様式に伴って能率的で使いやすい台
所を模索する中で、自邸において実験的な引出式まな板
の設置や寸法・動線を意識した収納棚の設計を行なって
いた。実際に、日本の気候や暮らしに合わずに十分に機
能しなかった部分があり、生活やその変化に合わせて柔
軟に収納物や設えを変更することで、常に高い利便性を
維持する意図があったと考えられる。
6. 結　以上、本研究では実測・解体調査から分かった情
報の整理と土浦夫妻の言説、家財道具の調査から台所空
間や収納棚の設計の特徴とその変遷を分析することで、
当時土浦夫妻がめざした生活環境や設えと思想との関係
が明らかになった。
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雑誌発表時 創建当初
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1:まな板が水切りかごの中に置かれ
ており、創建当初計画されていた引
出式まな板が使えなかったことが影
響していると考えられる。
2:手元の採光のため、棚奥がｶﾞﾗｽに
変更され、暗室としての役割はなく
なった。
3:引出式の収納が追加されﾌﾗｲﾊﾟﾝや
調理器具が吊るされていた。
4・5:創建当初も現況同様にｼﾝｸ下の
大きなｽﾍﾟｰｽを調味料などの瓶や鍋
を収納していたと考えられる。

8・9:現況では食堂への動線は主に食堂
と繋がる右手扉であり、直ぐ横に茶道器
を置くよう変更したと考えられる。
10:収納物の増加に伴って調味料が置か
れている。
12:調理の際に引出式まな板との干渉を
避けるため、調理関連の物品は置かれな
かったと考えられる。
15:創建当初この棚に置かれていた鍋類
は北面のｼﾝｸ下に置かれている。生活の
中で空箱等が増え、収納場所が足りなく
なったと考えられる。

1:台所を使用しない際は物を収納にし
まい、整頓された空間を保っている。
2:棚奥が木板で仕上げられており、北
側に面していることから、冷えて暗い空
間を生かしてﾊﾞﾀｰや調味料をしまうた
めの暗室のような役割をしていた。
3:ｶﾞｽｺﾝﾛのみが設置されており、収納
家具は見られなかった。
4・5:創建当初の使い方の記載は見ら
れなかった。

8・9:客人に提供する茶道器は動線を考
え、ﾊｯﾁ(食堂へ繋がる引き戸式の小窓)
の直上に配置している。
10:創建当初の雑誌に掲載されている写
真では、皿や箱など雑誌ごとに異なる
物品が置かれており、特定の使い方の
記載は見られなかった。
12:入り隅付近の収納棚については、創
建当初の雑誌などでは特定の使い方の
記載は見られなかった。
15:創建当初はこの棚には鍋を収納する
との記載がみられた。

雑誌発表時の図面
では仕切りのない
開き戸を有する収
納棚であったが、
実際の竣工写真で
は間仕切りのある
引き戸式の収納で
あり、竣工前に初
期の計画を変更し
たものと見られる。

家財道具回収前の棚の写真及び回収された物品の整理から分かった収納品の
分布を図面に表した。右側写真は土浦邸で実際に使用されていた家財道具を
棚ごとに分類し、撮影した様子。

収納品の調査について
註*) これらの写真は2019年に安田ｱﾄﾘｴによって撮影された。

1:なし
2:調味料・茶道器・保存食(バター等)
3:なし
4:記載なし
5:記載なし

6:空箱・缶詰・瓶
7:日本食器
8:茶道器
9:洋食器
10:記載なし

11:電話機
12:記載なし
13:調理器具・カトラリー
14:ナプキン・乾物
15:鍋
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2:調味料・茶道器
3:ﾌﾗｲﾊﾟﾝ・調理器具
4:瓶類
5:鍋

6:空箱・缶詰・瓶
7:日本食器
8:洋食器
9:茶道器
10:調味料

11:電話機
12:生活備品
13:調理器具・カトラリー
14:ナプキン・乾物
15:空箱・缶詰・瓶
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図 5 土浦亀城邸台所の平面図・展開図とその変遷


